
 日本共産党岡山県議会議員団の森脇久紀です。 

 会派を代表し、議案３件、陳情６件について、委員⾧報告に決することに反対し、また発

議３件に反対しますので、その理由を述べさせていただきます。 

 まず、議第８８号、令和８年度岡山県一般会計補正予算（第１号）についてです。 

 最近の株価は一時７万円を超える史上最高値を記録しています。また大企業は史上最高

益を４年連続更新しています。しかし、私たちには景気が良くなっているような実感はまっ

たくありません。物価高が続き、実質賃金は減少を続け、暮らしは厳しくなるばかりです。

全国の企業倒産は２年度連続、年１万件を超えました。その大半は資本金１０００万円未満

の中小企業です。大企業・財界の利益を優先し、国民の暮らしや中小企業、地方経済を犠牲

にしてきた政治が、「失われた３０年」と言われる結果をつくりました。いま必要なのは、

国民の暮らし、中小企業を直接応援する政治への転換だと思います。 

ところが、補正予算（第１号）に計上された岡山県地域未来基金積立金７２億円は、「地

域未来戦略」にもとづき、地方に「稼げる産業」を育て「強い経済」を目指すものです。東

京一極集中で地方を疲弊させ、人口減少も止まらない、このような事態をもたらしている今

の施策に反省なく、稼げる産業を中心とする従来型の施策を強めることで明るい「未来」が

見えるでしょうか。そもそも地方自治体は、「住民福祉の増進を図る」ことに最大の使命が

あります。そのためには、基幹的な産業である農林水産業への支援強化、地域の中小企業や

小規模事業者の振興、観光産業や地域おこし事業への支援、自然エネルギーによるエネルギ

ーの地産地消など、そういった分野の予算こそ充実させるべきです。その財源的保障として、

地方が抱える課題をもとに、地方の判断で活用できる地方交付税はじめ一般財源総額の増

額を強く求める必要があると考えます。関連する議第９０号「地域未来基金条例」について

も、同様の理由で反対します。 

また、議第８８号「補正予算（第 1 号）」の教育予算では、新たな教育改革「N-E.X.T.ハ

イスクール構想」をすすめる６２億円の基金積み立てが学校教育活性化推進事業費に計上

されています。現在の教育課題を考えれば、教育予算の大幅な増額は当然必要です。しかし、

本構想は、経済産業省が示す「未来の教室」が元になり、財界が求める人材をつくることに

力点が置かれるのではないかと危惧します。「どこにいても学びを保障する」などという美

しい言葉のもと、学校教育の集団性が解体されたり、学習の個別化や企業の参入などが押し

進められれば、それこそ公教育の解体につながることも心配です。 

教育の目的は「人格の完成をめざし、平和で民主的な国家と社会の形成者の育成として、

必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成」です。真に子どものための教育を、一点

豪華主義でなく、すべての高校生に学ぶ喜びと希望が持てる教育をという立場から、本予算

に反対するものです。 

 また、予算案件の議第９７号「補正予算（第２号）」については、賛成しますが、中東情

勢の影響による物価高や資材不足に対する具体的な支援策は待ったなしであり、今後迅速

な対応を要望しておきます。 



 次に、発議第１号「皇室の伝統に基づく安定的皇位継承を確保するための法整備の早期実

現を求める意見書案」についてです。 

 意見書案には、皇位継承のあり方について、「わが国が古来より守り伝えてきた『男系継

承』の重みを尊重した上での、真摯な議論」という記述があります。この「『男系継承』の

尊重」というのは憲法上問題があります。１９４６年７月の憲法制定議会において、皇位継

承について問われた当時の国務大臣は、「根本的な支障がない限り男女の差別を置かないと

いうのが憲法の考えだ」と答弁しています。さらに憲法は男女平等を掲げており、多様な性

を持つ人々によって構成されている日本国民の象徴である天皇が男性に限定しなければな

らない理由はないからです。実際、世論調査では、女性天皇を認めても良いという回答は半

数を超えています。 

 また意見書案には、皇族確保のための具体的方策が示され、「立法府の総意として内閣総

理大臣へ提出された」とあります。提出された案には、日本共産党、れいわ新選組、社民党、

「沖縄の風」は明確に反対しており、その点で事実と異なります。 

 憲法第１条で、天皇の地位は主権者である「国民の総意に基く」とされているのに、立法

府の総意も、国民の総意も、不十分なまま与党の都合で推し進め、ましてや国民の多くが望

む女性天皇や女系天皇を無視して「速やかな議論を促進」することは、憲法の精神にも反し、

将来に大きな禍根を残すことになるのではないでしょうか。よって、本意見書案には反対し

ます。 

 最後に、「岡山県議会の議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の

数に関する条例の一部を改正する条例案」についてです。 

 議会の役割、議員の役割は住民の多様な意思を反映するとともに、行政執行を住民目線でチェ

ックすることにあります。議員の定数の見直しは、議会の役割を十分発揮するためにはどのくらいの

議員が必要かを基本に検討するべきであって、削減ありきの見直しであってはならないと考えてい

ます。そういう見地で、日本共産党県議会議員団は現行の議員定数を変えず、久米郡選挙区を津

山市・苫田郡・勝田郡選挙区へ合区し、人口配分に応じ、１増１減する提案を行いました。残念な

がら、発議はできませんが、現時点では私どもの案が適切だと考えていますので、発議５号および

６号、いずれも反対するものです。 

 以上で討論を終わります。 


